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１．研究計画の概要 口蓋が高い、鼻腔面積および上咽頭腔面積が

大きい、咽頭鼻部前後径の長いものは吸気抵
抗、呼気抵抗は共に負の相関が示された。ま
た、線分析における上顎前歯高（Is-Is’）お
よび上顎臼歯高（Mo-Mo’）と吸気抵抗の間に
負の相関が示されたが、呼気抵抗には相関が
認められなかった。呼気抵抗に相関を示さな
かった原因は不明だが、相関が出たいずれの
項目においても、呼気抵抗よりも吸気抵抗の
ほうがより優位に相関を示していることか
ら、呼気よりも吸気の方が顎顔面形態に与え
る影響は大きいことが示唆された。また、鼻
腔抵抗が顎顔面に与える影響の範囲は、口蓋
や上咽頭腔周辺に限られる可能性が示唆さ
れた。 

 外科的矯正治療は、顎骨を移動させること
で審美的機能的回復を行うものであるが、実
際には顎骨の位置変化や顔面軟組織形状の
変化だけではなく、その周囲の構成要素であ
る筋肉、舌、咽頭、気道などに変化が生じて
いる。我々は、顎顔面形態と密接な関係があ
り、かつ人間の生命活動に最も重要と思われ
る呼吸経路の鼻腔、咽頭、気道と顎顔面形態
に着目して以下の項目に分けて研究を進め
ていった。 
（１）:正常咬合者の鼻腔咽頭気道容積を計測
し、鼻腔咽頭気道モデルを構築 
（２）:正常咬合者と下顎前突症患者の気道面
積の比較検討 
（３）:下顎骨切顎骨移動術前後の鼻腔通気度
の比較 

次に、対照群として顎変形症患者の鼻腔通気
度を計測し、正常咬合者の時と同様、鼻腔抵
抗の大きさと顎顔面形態との関連について
検討した。その結果、骨格性下顎前突症例に
おける鼻腔通気抵抗は、正常咬合者よりも小
さいことが示唆された。また、上顎骨の前後
的な大きさと口蓋の高さが鼻腔通気抵抗と
関連していることが示唆された。 

（４）:顎骨移動術式による鼻腔咽頭気道形態
および鼻腔通気度の変化の検証 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究における鼻腔通気度計測計の誤差
検定を行った。鼻疾患のない正常咬合者にお
いて、7 日間鼻腔通気度測定を行った結果、
女性の呼気抵抗はやや抵抗が高かったもの
の、鼻腔通気度委員会発表の鼻疾患のない正
常者の鼻腔抵抗値の参考値の範囲内に近い
ものであった。また、同日内に１時間ごとに
計測を行っても、日にちを変えて計測しても
左右鼻腔抵抗には差があるものの両鼻腔抵
抗はほぼ一定に保たれていた。 

 

３．現在までの達成度 
  おおむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 顎変形症患者の手術後の資料を採得する
とともに、本研究結果を論文としてまとめて
発表する。 

 次に、コントロール群として成人女性正常
咬合者の鼻腔通気度を計測し、正常咬合者の
鼻腔抵抗の大きさと顎顔面形態との関連に
ついて検討した。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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